
基準値 目標値 達成

年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 - 年度

－ 85.7 89.7 89.4 89.0 集計中 100

- - - - -

基準値 目標値 達成

年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 - 年度

－ 93.9 93.9 94.3 94.2 集計中 100

- - - -

基準値 目標値 達成

年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 - 年度

－ 79.5 80.5 81.4 81.5 集計中 100

- - - - -

基準値 目標値 達成

年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 - 年度

－ 50.1 56.2 56.7 58.7 集計中 100

- - - - -

基準値 目標値 達成

年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 年度

－ 3,252 3,229 3,399 3,179 集計中 -

- - - - -

基準値 目標値 達成

年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 年度

－ 12,624 12,025 12,573 12,020 集計中 -

- - - - -

基準値 目標値 達成

年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 年度

－ 1,150 1,200 3,000 2,900 4,800 -

- - - - -

基準値 目標値 達成

年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 年度

－ - 24 24 27 27 -

- - - - -

令和２年度実施施策に係る政策評価書
（環境省Ｒ２－８）

施策名 目標３－２　大気生活環境の保全

施策の概要 騒音・振動・悪臭の防止対策やヒートアイランド対策による大気生活環境の保全

達成すべき目標 騒音・振動・悪臭の発生防止や、ヒートアイランド問題の改善により、良好な大気生活環境を保全する。

施策の予算額・執行額等

区分 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

予算の
状況
（百万
円）

当初予算（a） 154 182 186 170

補正予算（b） 0 0 0 0

繰越し等（c） 0 0 （※記入は任意）

合計（a＋b＋c） 154 182 （※記入は任意）

執行額（百万円） 149 178 （※記入は任意）

施策に関係する内閣の重
要政策（施政方針演説等
のうち主なもの）

○第五次環境基本計画（平成30年4月17日閣議決定）
○気候変動適応計画（平成30年11月27日閣議決定）

測定指標

騒音に係る環境基準達成
状況（％）

実績値

△

年度ごとの目標値

△

-

自動車騒音に係る環境基
準達成状況（道路に面す

る地域）（％）

実績値

△

年度ごとの目標値

航空機騒音に係る環境基
準達成状況（測定地点

ベース）（％）

実績値

熱中症予防サイトの閲覧
数（アクセス件数：万件）

年度ごとの目標値

-

年度ごとの目標値

新幹線鉄道騒音に係る環
境基準達成状況（測定地

点ベース）（％）

実績値

×

年度ごとの目標値

振動に係る全国の苦情件
数（件）

実績値

実績値

年度ごとの目標値

暑熱環境測定結果提供機
関数（施設）

実績値

-

年度ごとの目標値

悪臭に係る全国の苦情件
数（件）

実績値

-

年度ごとの目標値

別紙２



施策の分析

評
価
結
果

目標達成度合いの
測定結果

（各行政機関共通区分） 進展が大きくない

（判断根拠）

○騒音に係る環境基準の達成状況は、各年度での測定件数の違い等を考慮
する必要があるものの、近年は緩やかな改善傾向にあり、令和元年度の環境
基準の達成状況は89.0％となっている。
○自動車騒音について、道路に面する地域における令和元年度の環境基準の
達成状況は94.2%となっている。
○航空機騒音については、各年度での測定件数の違い等を考慮する必要があ
るものの、近年は緩やかな改善傾向にあり、令和元年度の環境基準の達成状
況は81.5%となっている。
○新幹線鉄道騒音については、各年度での測定件数の違い等を考慮する必
要があるものの、近年は緩やかな改善傾向にあり、令和元年度の環境基準の
達成状況は58.7%となっている。
○振動に関する苦情件数は、近年横ばい傾向にあり、令和元年度は前年より
やや減少した。
○悪臭に関する苦情件数は、14年連続で減少傾向であったが、平成30年度以
降増加傾向にシフトしている。
※平成16 年度から平成30 年度の苦情件数については、苦情発生年度に苦情
処理が完結しなかったものについて、翌年度の苦情件数にも含めて集計を行っ
ていたが、令和元年度の集計においては当該年度発生分のみを集計してい
る。実績値で減少しているように見て取れるが、実際は増加している。
○ヒートアイランド対策については、熱中症予防情報サイトのアクセス数は前年
度に比べ、大幅に増加した。
○検討の結果、令和3年度より暑さ指数（WBGT）の認知度を測定指標とするこ
とが妥当であるとの結論に達した。

○騒音に係る環境基準の達成状況は、近年、緩やかに改善しているが、ここ数年間はおおむね横ばいと
なっている。引き続き目標達成に向けた取り組みが必要である。
○自動車騒音に係る環境基準の達成状況は、令和元年度は94.2%であるが、目標達成に向け、今後の傾
向について引き続き注視していく必要がある。
○航空機騒音に係る環境基準の達成状況は、令和元年度は民間空港で77.5%、自衛隊等専用の飛行場
（共用空港を含む）で85.9%であった。全体では81.5%であり、近年、緩やかに改善している。特に自衛隊等専
用の飛行場（共用空港を含む）が改善傾向にあるが、運航機種や本数等は時期や年度によって異なること
から、今後の傾向について引き続き注視していく必要がある。
○新幹線鉄道騒音に係る環境基準の達成状況は、令和元年度は58.7%であり、近年、緩やかな改善傾向で
ある。発生源対策は鉄道事業者等により取り組まれているが、土地利用対策が十分に進んでいないことが
考えられることから、今後の傾向について引き続き注視していく必要がある。
○振動に関する苦情件数は、近年、横ばい傾向にあるものの、引き続き苦情件数の減少に向けた取り組
みが必要である。
○悪臭に関する苦情件数は、14年連続で減少傾向であったが、平成30年度以降増加傾向にシフトしてい
る。典型7公害の中で上位の件数になっているため、引き続き苦情件数の減少に向けた取り組みが必要で
ある。
○光害対策については、平成30年から収集している夜空の明るさデータを、大気環境保全に関する新たな
数値とするため、今後も継続したデータ収集を行う。
○ヒートアイランド対策については、サイトのアクセス数は令和２年度大幅に増加している。近年の熱中症
救急搬送者数等が高い水準であることから、引き続き熱中症予防情報サイト上において情報提供を行って
いく必要があると同時に、今後アクセス数が増加するよう取り組みが必要である。

次期目標等への
反映の方向性

【施策・測定指標】
○騒音に係る環境基準については、引き続き高い達成率を維持しつつ、更なる達成率の向上に努めてい
く。
○自動車騒音については、引き続き高い達成率を維持しつつ、更なる達成率の向上に努めていく。
○航空機騒音については、引き続き測定を継続し、高い達成率を維持しつつ、更なる達成率の向上に努め
ていく。
○新幹線鉄道騒音については、引き続き測定を継続するとともに、総合的な対策を推進し、更なる達成率
の向上に努めていく。
○振動に関する苦情件数については、更なる苦情件数の減少に努めていく。
○悪臭に関する苦情件数については、業種別悪臭対応参考事例集を公表し更なる苦情件数の減少に努
めていく。
○光害対策については、平成30年から収集している夜空の明るさデータを、大気環境保全に関する新たな
数値とするため、今後も継続したデータ収集を行う。
○ヒートアイランド対策については、引き続き熱中症予防情報サイトのアクセス数の向上に努めていく。ま
た、サイトのアクセス数は酷暑により大きく増減することから、今後、暑さ指数(WBGT)　の認知度を新たな指
標として検討するため、平成30年度に実施した意識調査の結果のような基礎データを収集していく。



各年度　騒音規制法施行状況調査（環境省）
各年度　振動規制法施行状況調査（環境省）
各年度　悪臭防止法施行状況調査（環境省）
各年度　自動車交通騒音実態調査報告（環境省）

担当部局名

水・大気環境局
大気生活環境室
環境管理技術室
自動車環境対策課

作成責任者名

長坂雄一（大気生
活環境室長）
鈴木延昌（環境管
理技術室長）
飯田博文（自動車
環境対策課長）

政策評価実施時期 令和3年8月

学識経験を有する者の知
見の活用

「騒音・低周波音問題への対応及び実態調査検討会」、「鉄道騒音の評価に係る検討会」、「悪臭公害防止
強化対策に関する検討会」、「新幹線鉄道騒音及び航空機騒音対策に関する検討委員会」等を開催し、学
識経験を有する者のご意見を伺いながら検討を行った。

政策評価を行う過程にお
いて使用した資料その他
の情報


